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　第一生命グループは、生命保険事業（引受け・販売）を

中核として、保険事業を遂行していく上で必要な事業、

資産運用関連事業等を行っています。

　近年は、国内の生命保険事業の取組みを強化するとと

ともに、アジア地域を中心としたグローバルな事業展開

を進めています。さらに、国内の人口構造変化に伴い、

ニーズが高まりつつある個人貯蓄分野において第一フロ

ンティア生命を設立するなど、社会環境の変化に応じて

成長が見込まれる事業に積極的に投資を行っています。

　また、業務提携先と強力なパートナーシップを形成し

て、お客さまの「生涯設計」に資する損害保険・がん保険・

金融商品を幅広く提供しています。

　中核事業である営業職員生命保険事業においては、営

業職員の育成を一層強化することで、当社の商品・サービ

スに対するお客さま満足度の向上を目指します。また、

効率的な組織運営体制の構築や事務フローの見直しを進

めることにより、生産性向上を図ります。

　海外生命保険市場や銀行窓販等貯蓄市場などの成長が

見込まれる市場においては、リスク管理を徹底しつつ、

中長期の利益成長に裨益するべく、引き続き取組みを強

化していきます。

第一生命グループの事業

中期経営計画

　左記戦略の実現に向けて、より柔軟な経営戦略を取り

得る株式会社化と証券取引所への上場に向け、当社の総

力を挙げて取り組み、上場に相応しい企業グループとし

ての体制を整備していきます。

　最も重要な経営資源は人であり、人財こそが「競争力」

の源泉であると考えます。企業価値の向上に向けて、役

職員一人ひとりの価値を高めるための取組みを推進して

いきます。

お客さまに保険金･給付金をお支払いするときこそが
保険の役割が果たされるとき

品質保証と生産性向上の同時追求

第一生命グループの事業領域と業務提携先

包括業務提携により生損保両
分野をはじめとした互いの強
みを生かし、「最強・最優の総
合保険グループ」を目指して
います。

業務提携により対等なパート
ナーとして互いの強みを生か
し、「（保険の）第一分野と第
三分野の最強のパートナーシ
ップ」を目指しています。

金融商品・サービスの相互補
完、資産運用・管理業務、合
弁会社設立等において緊密に
連携しています。

保険分野を中心とした業務分
野において、高度化・多様化
するお客さまニーズに対して、
より良い商品・サービスの提
供を協調して行っています。
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　当社は、生命保険事業が世の中に提供している

本質的な価値は「一定規模以上の大きな保険加入

者のプールを作って、そこに相互扶助の働きを起

こす」ことにあると考えています。

　生命保険は相互扶助の仕組みで成り立っており、

生命保険に加入することにより、負担を最小限に

抑えながら、遺族の生活資金や老後の備え、介護・

病気・ケガなどに対する保障を準備することができ

ます。そして、保険会社から支払われる保険金・給

付金は多くの人々の生活を支えています。

　当社は、この生命保険の社会的役割を自覚しつ

つ、社会との調和ある持続的な発展を通じて、お

客さまから最も支持される生命保険会社を目指し

ていきます。

　当社は、200�-10年度中期経営計画「Value up 2010」に取り組んでいます。

（株）損害保険ジャパン アフラック
（アメリカンファミリー生命保険会社）

みずほフィナンシャルグループ

保険事業・保険関連事業

保険契約の引受けおよび保険料の運用等を中
心とする保険事業、これらに密接に関連する
保険関連事業を行っています。

生命保険事業 保険関連事業
● 国内生命保険事業
 ・第一生命保険
 ・第一フロンティア生命保険

● 海外生命保険事業
 ・第一生命ベトナム（ベトナム）
 ・タワー・オーストラリア・グループ（オーストラリア）
 ・スター・ユニオン・第一ライフ（インド）
 ・オーシャンライフ（タイ）

資産運用関連事業

総務関連・その他事業

国内外において投資運用・投資助言事
業、有価証券投資事業、銀行業等、資
産運用関連事業を行っています。

総務関連事業、計算関連事業、調査・
研究事業等、当社が保険事業を遂行し
ていく上で必要な事業を行っています。

・DIAMアセットマネジメント

・ジャパンリアルエステイトアセットマネジメント
・ジャパンエクセレントアセットマネジメント
・ネオステラ・キャピタル
・資産管理サービス信託銀行
　　　　　　　　　　　 等

 ・企業年金ビジネスサービス
等

・第一生命情報システム
・みずほ第一フィナンシャルテクノロジー

等

支払額 前年度比

死亡・高度障害・
特定疾病等保険金 4,���億円 94.�%

入院・手術等給付金 1,123億円 100.0%

満期保険金・
生存給付金・年金等 12,�92億円 110.�%

合計 18,803億円 105.6%

保険金・給付金・年金等のお支払状況 （平成20年度）

2008-10年度 中期経営計画「Value up 2010」

● 中核事業の競争力強化

● 成長市場への積極投資

株式会社化・上場の完遂

「人財」が成長を支える態勢の確立
（株）りそなホールディングス


